
問
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
町
に
恩
恵
が
な
い
の
が
課
題
。

不
在
不
動
産
所
有
者
を
対
象
に
す

る
別
荘
税
な
ど
も
検
討
し
、
住
民
が

恩
恵
を
受
け
る
施
策
が
必
要
で
は
。

町
長観

光
・
リ
ゾ
ー
ト
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
に
は
実
感
が
伴
わ
な
け

れ
ば
、
お
も
て
な
し
に
も
繋
が
ら
な

い
。
官
民
連
携
し
、
実
現
出
来
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

問
ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
再
整
備
と
開

発
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

町
長観

光
客
受
け
入
れ
環
境
整
備
は

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
。
公
有
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
ひ
ら
ふ
第

一
駐
車
場
の
安
全
確
保
が
最
大
の

課
題
。
不
在
不
動
産
所
有
者
へ
の
行

政
コ
ス
ト
の
工
面
の
方
法
な
ど
次

の
検
討
事
項
。
こ
の
エ
リ
ア
の
開
発

は
手
つ
か
ず
の
森
林
や
河
川
な
ど

へ
拡
大
す
る
事
を
危
惧
し
て
い
る
。

早
急
に
開
発
行
為
の
許
可
権
者

の
北
海
道
と
共
に
土
地
利
用
規
制

の
転
換
期
を
迎
え
た
と
い
う
意
識

共
有
を
は
か
り
た
い
。

問
ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
へ
の
上
水
供
給
、

水
道
管
敷
設
の
予
定
は
。

町
長開

発
行
為
が
進
む
中
、
上
水
供
給

量
の
上
限
を
迎
え
、
新
規
水
源
３
号

井
戸
を
新
設
し
、
プ
ラ
ス
１
０
０
０

㎥
／
１
日
を
確
保
。
開
発
許
可
を
取

得
し
た
計
画
等
か
ら
推
測
し
、
平
成

年
度
ま
で
の
給
水
推
定
量
は
、

36既
存
の
１
、
２
号
各
井
戸
の
給
水
量

を
合
計
１
０
０
０
㎥
／
１
日
増
量

し
て
５
０
０
０
㎥
／
１
日
を
送
水

し
て
賄
う
予
定
。
増
量
に
対
応
す
る

た
め
、
配
水
調
整
池
２
つ
の
増
設
工

事
も
必
要
と
な
る
。

こ
の
ま
ま
開
発
や
建
築
許
可
を

す
る
と
平
成

年
度
以
降
、
新
た

36

な
水
道
管
の
敷
設
が
必
要
に
な
る
。

そ
れ
ら
の
判
断
の
基
と
な
る
調
査

を
平
成

年
度
に
行
い
、
開
発
申

31

請
な
ど
を
見
な
が
ら
判
断
す
る
。
敷

設
が
必
要
な
場
合
は
平
成

年
度

34

か
ら
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
４
号

井
戸
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ら
に
掛
か
る
整
備
費
用
は

大
き
く
、
そ
れ
を
水
道
料
金
に
反
映

し
て
値
上
げ
す
る
事
は
出
来
な
い

と
考
え
て
い
る
。
業
務
用
の
大
型
事

業
者
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
今

後
の
検
討
対
象
。

一般質問 田中 義人 議員
たな か よしひと

観光による地方創生と、ニセコひらふエリアの

町長 道と共に土地利用規制の意識共有をはかりたい

住民数の推移

ひらふエリアの開発予定地の一例

市街地のアパート建設と不動産売買状況

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

市街地アパート建築
棟数

5件 15件 20件 35件 18件

駅前通り沿線不動産
売買件数 土地94件（外国人31件）　家屋39件（外国人21件）

平成18年度 平成27年度

観光客入込数 150万9,000人 162万3,000人

宿泊延数 68万2,000人 101万5,000人

観光消費額 約230億円 約503億円

町税額 18億1,200万円 22億8,600万円

観光経済波及効果の調査年（平成18年度、平成27年度）の各数字

土地売買件数 家屋売買件数

ニセコひらふ地区（山田・樺山） 4,109件 1,416件

花園エリア 1,298件 46件

平成20年度から平成30年度の不動産売買状況・実績
（うち外国人等による所有は平成29年度で82％）

開発規制について

平成20年 平成25年 平成30年

9月末住民数（　）
内は外国人住民数

15,458人（274） 15,423人（287） 15,323人（630）

問
行
政
執
行
方
針
で
、
聴
く
政
治
・

伝
え
る
政
治
・
対
話
の
あ
る
政
治
を

基
本
姿
勢
に
し
て
、
こ
こ
が
ふ
る
さ

と
と
誇
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
町

民
の
代
表
と
し
て
誠
心
誠
意
全
力

で
取
り
組
む
と
誓
っ
た
。
聴
く
・
伝

え
る
・
対
話
の
あ
る
政
治
を
ど
の
よ

う
な
方
法
や
手
続
き
で
実
行
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

現
在
「
施
策
・
事
業
の
進
め
方
と

情
報
共
有
と
住
民
参
加
の
ル
ー
ル
」

が
運
用
さ
れ
て
い
る
。
町
長
の
基
本

姿
勢
と
合
致
す
る
と
思
う
が
、
自
治

の
ル
ー
ル
と
し
て
条
例
化
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

町
長今

後
も
、
施
策
・
事
業
の
進
め
方

と
情
報
共
有
、
住
民
参
加
の
ル
ー
ル

を
職
員
に
し
っ
か
り
と
徹
底
を
図

り
、
町
民
の
参
加
・
協
働
の
町
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
治
の
ル
ー
ル
の
条
例
化
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
条
例

化
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
今
後

も
多
角
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
住
民
参
加
の
ル
ー
ル
は
、
規
則
等

で
規
定
し
て
い
る
か
。
ル
ー
ル
を
条

例
化
し
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
、
公

約
の
実
現
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長要

綱
や
規
則
等
で
定
め
て
い
な

い
。
あ
く
ま
で
も
職
員
間
で
の
ル
ー

ル
で
、
議
会
に
も
説
明
し
て
い
る
。

住
民
に
も
、
こ
の
ル
ー
ル
の
も
と
で
、

住
民
参
加
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と

が
課
題
。
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。今

時
点
で
、
こ
う
い
っ
た
形
で
と

は
で
き
て
い
な
い
。
時
間
を
か
け
ず

に
、
聴
く
・
伝
え
る
・
対
話
す
る
仕

組
み
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

老
朽
化
し
た
施
設
は
そ

の
ま
ま
で
す
か

問
公
共
施
設
の
維
持
管
理
の
税
負

担
軽
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
次

の
件
を
伺
う
。

①
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
で

は

年
か
ら

年
度
ま
で
に
、
高

31

32

齢
者
向
け
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
を

民
間
事
業
者
に
よ
る
建
設
・
管
理
で

戸
供
給
す
る
計
画
だ
が
、
予
算

20措
置
さ
れ
て
い
な
い
。

②
職
員
・
教
員
住
宅
。
個
別
の
長
寿

命
化
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い

が
、
相
当
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

早
目
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

③
築

年
の
樺
山
分
校
は
特
に
老

84

朽
化
が
顕
著
。
学
校
適
正
配
置
基
本

計
画
の
方
針
も
あ
る
が
、
現
在
も
子

ど
も
た
ち
が
勉
強
し
て
い
る
校
舎

の
窓
は
、
単
板
ガ
ス
の
木
製
窓
で
隙

間
だ
ら
け
、
体
育
館
に
は
断
熱
材
も

入
っ
て
お
ら
ず
、
寒
い
中
で
勉
強
し

て
い
る
。
地
域
の
避
難
所
に
も
指
定

を
さ
れ
て
い
る
。
至
急
の
改
善
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長

①
計
画
を
実
行
す
る
に
あ
た
り
、
下

準
備
が
整
っ
て
い
な
い
。

年
度
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は
、
導
入
先
進
地
の
事
例
を
調
査
研

究
し
事
業
者
の
発
掘
や
誘
導
方
法

と
町
に
合
っ
た
支
援
内
容
の
構
築

を
整
え
た
い
。

②
職
員
・
教
職
員
住
宅
の
個
別
施
策

計
画
は
未
策
定
。
限
ら
れ
た
予
算
の

範
囲
内
で
修
繕
対
応
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
更
新
、
長
寿
命
化
な

ど
を
勘
案
し
、
必
要
な
住
宅
の
老
朽

化
対
策
を
計
画
的
に
行
う
。
教
職
員

の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

単
身
用
・
世
帯
用
民
間
住
宅
の
借
り

上
げ
な
ど
の
事
例
も
踏
ま
え
検
討

す
る
。

③
樺
山
分
校
は
、
授
業
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
急
を
要
す
る
箇
所
な
ど

か
ら
適
宜
修
繕
を
行
っ
て
き
た
。
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
を
待
ち
、
補
助

金
活
用
の
検
討
や
教
育
委
員
会
と

十
分
な
協
議
を
行
い
、
優
先
順
位
を

つ
け
老
朽
化
す
る
町
内
の
学
校
施

設
の
計
画
的
な
修
繕
・
改
修
を
検
討

す
る
。

水
資
源
は
町
の
生
命
線

で
は
な
い
か

問
昨
年
、
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、
自

治
体
の
水
道
事
業
の
民
営
化
が
可

能
に
な
っ
た
。
町
長
は
ど
う
考
え
る

か
。山

田
地
区
の
新
規
リ
ゾ
ー
ト
開

発
が
急
激
に
進
み
、
水
道
使
用
量
の

増
加
が
著
し
く
、
給
水
量
確
保
の
た

め
新
規
水
源
の
比
羅
夫
３
号
井
戸

の
整
備
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
増

設
計
画
も
あ
る
よ
う
だ
。

送
配
水
施
設
の
増
強
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
、
一
考
を
要
す
る
の

で
は
な
い
か
。

樺
山
、
山
田
、
花
園
、
旭
地
区
に

も
水
資
源
保
全
の
地
域
指
定
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長今

の
と
こ
ろ
民
営
化
の
導
入
は
、

考
え
て
い
な
い
。

協
議
済
み
の
開
発
行
為
が

件
10

あ
る
の
で
、
給
水
エ
リ
ア
内
の
供
給

義
務
が
あ
る
。

新
た
な
開
発
行
為
に
対
す
る
協

議
に
は
、
留
保
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

山
田
地
区
が
水
源
地
域
で
あ
る

と
内
外
に
示
す
上
で
も
、
冷
水
川
水

源
の
地
域
指
定
の
再
検
討
を
行
い
、

北
海
道
と
も
協
議
し
た
い
。

花
園
牧
場
の
農
業
用
水
源
も
、
地

域
指
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

ま
た
、
山
田
地
区
、
花
園
地
区
に

は
民
間
事
業
者
に
よ
る
専
用
水
道

の
水
源
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
リ

ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
水
資
源
の
保
全

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
状
況
や
課
題

の
整
理
、
方
策
等
の
検
討
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

こ
の
他
に
、
１
件
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

一般質問 榊 政信 議員
さかき まさのぶ

聴く・伝える・対話のある政治をどう実行するのか

町長 条例化は考えていない。住民参加のルールを徹底する。
自治のルールとして条例化すべきではないか
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